
        

５
月
２
７
日(

月)

～
３
１
日(

金)

の
五
日
間
、

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
平
成
十
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
本
年
度
で
二
十
二

回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
生
徒
が
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
事
業
所
様
の
中
に
も
、
中
学
生
時
代
に

こ
の
「
ト
ラ
イ
や
る
」
を
経
験
さ
れ
た
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
ほ
ど
の
長
い
取
組
で
す
。
小
学
校
五
年

生
が
取
り
組
む
「
自
然
学
校
」
と
と
も
に
、
今
や

兵
庫
県
な
ら
で
は
の
体
験
教
育
と
し
て
全
国
に

そ
の
成
果
を
発
信
す
る
特
色
あ
る
取
組
で
す
。 

さ
て
、
本
年
度
の
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

で
は
、
大
屋
地
域
を
中
心
に
市
内
に
あ
る
十
の
事

業
所
様
に
、
本
校
二
年
生
二
十
四
人
が
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
実
際
に
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
十
の
事
業
所
様
の
他
に
も
、
こ
の
「
ト
ラ
イ
や

る
」
の
趣
旨
等
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ

可
能
と
の
お
返
事
を
い
た
だ
い
て
い
た
事
業
所

様
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
数
等
の
関
係
で
生
徒 

    を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
多

く
の
事
業
所
様
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
こ
の
事
業

が
、
そ
し
て
本
校
の
生
徒
が
し
っ
か
り
と
地
域
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

             

こ
の
「
ト
ラ
イ
や
る
」
で
、
保
護
者
の
皆
様
や

事
業
所
の
皆
様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
抜
粋
で
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

                        

「
ト
ラ
イ
や
る
」
を
や
り
遂
げ
た
二
十
四
人
の

二
年
生
の
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

大
屋
中
だ
よ
り 
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教
職
員
・
生
徒
共
通
実
践
目
標 

時
を
守
り 場

を
清
め 礼

を
正
す 

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

今年度の「トライやる・ウィーク」 
でお世話になった事業所 様 

・おおや作業所 様 

・ディサービスセンター「ふれあい」様 

・特別養護老人ホーム おおやの郷 様 

・中尾サービス 様 

・市立あけのべ自然学校 様 

・市立大屋こども園 様 

・わはは牧場 様 

・県立但馬農業高等学校 様 

・公立八鹿病院 様 

・養父警察署 様 

一週間という限られた期間であったものの、どの事業

所も魅力的であり、大変貴重で有意義な経験を積むこと

ができたと思います。 

その背景には、各事業所の方々のご理解やご配慮、先

生やボランティアの方々のご協力があったことを忘れ

ず、今回の経験を様々な場面で参考にしたり共有したり

しながら、仲間とともに大きく成長してくれることを願

っています。 

各事業所の方々におかれましては、ご負担にもかかわ

らず快く受け入れてくださり、本当に感謝しています。大

屋中の生徒はとても愛されているし、これからの未来を

背負う子ども達なので期待もされているのだと思いま

す。すてきな一週間をありがとうございました。 

保護者の皆様から 
はじめは緊張した表情

をされていましたが、慣

れてくるにつれて、達成

感を感じたような弾ける

笑顔が見られるようにな

り、こちらも嬉しい気持

ちになります。 

「トライやる」の体験

が、社会に出る上で少し

でも役に立ったり、心の

どこかに残ってくれた

りすると、我々も嬉しい

です。 
事業所様から 

裏面もご覧ください 



  
五
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
、
三
年
生
が
東

京
・
千
葉
方
面
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

国
会
議
事
堂
見
学
を
は
じ
め
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
観
劇
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
の
活
動
、
浅
草

界
隈
の
散
策
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
な
ど
、
仲
間

と
有
意
義
な
三
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
来
る

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に

向
け
た
会
場
周
辺
の
建
設
状
況
や
、
建
設
中
の
高

層
ビ
ル
の
数
々
か
ら
、
首
都
東
京
の
力
強
い
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。 

 

生
徒
は
、
東
京
の
印
象
と
し
て
、
「
山
が
な
い

こ
と
」
、
で
も
「
緑
が
意
外
に
多
か
っ
た
こ
と
」
、

「
ビ
ル
一
つ
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン
が
斬
新
で
あ
っ

た
こ
と
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、

「
や
っ
ぱ
り
、
大
屋
が
一
番
落
ち
着
く
よ
ね
」「
水

も
空
気
も
お
い
し
い
」

「
星
も
き
れ
い
だ
し
」
と

い
っ
た
感
想
も
残
し
て

い
ま
し
た
。 

や
は
り
生
徒
は
、
ふ
る

さ
と
大
屋
に
温
か
く
育

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
た

よ
う
で
す
。 

          

        

        

                      

7/ 1 (月) 全校集会 避難訓練 
7/ 2 (火) 但馬総体壮行会 6 年生登校 
7/ 3 (水) 職員会議 
7/ 4 (木) 養父市特別支援学級交流会 
7/ 5 (金)  
7/ 6 (土) 但馬総体（野球） 
7/ 7 (日) 但馬総体（野球） 
7/ 8 (月) ものづくり体験学習（1年生） 
7/ 9 (火) 市長出前講座（3 年生） 
7/10 (水) 職員研修 
7/11 (木)  
7/12 (金)  
7/13 (土) 但馬総体（野球、卓球、テニス） 
7/14 (日) 但馬総体（野球、卓球、テニス、バレー） 

7/15 (月) 海の日 但馬総体（バレー） 

6/17 (月) 花植え（ボランティア・サークル） 
6/18 (火) 市教委の学校訪問 
6/19 (水)  
6/20 (木) 読み聞かせ 
6/21 (金) 県数学研究大会（2・3 年生） 
6/22 (土)  
6/23 (日) 参観日（トライやる報告会等） 
6/24 (月) 振替休業日 
6/25 (火)  
6/26 (水) 期末テスト 
6/27 (木) 期末テスト 
6/28 (金) 期末テスト 
6/29 (土) 市中学校バレーボール大会 
6/30 (日) 英語検定（2 次試験） 

   

＜６月後半の行事予定＞ ＜７月前半の行事予定＞ 

修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た 

     本校の職員玄関ホ

ールにあるガラスケースに木

彫のかえるの像（題：慈雨を

待つ）が長らく飾られていま

した。この度、ビッグ・ラボ

様、大屋地域局様のご協力に

より、新しく作品の入れ替え

を行いました。新たな木彫

は、子どもの像（題：おとう

と）です。 

ご来校の際は、ぜひご覧く

ださい。今後も、シーズン等

を考えて入れ替えていく予定

です。 
<木彫作品：おとうと> 

<国会議事堂前にて> 

      

６月９日(日)に行

われた「かいこまつ

り」に本校の吹奏楽

部が出演しました。 

先輩の「ウィンド 

メーカーズおおや」との合同

演奏で、会場は大いに盛り上

がりました。なつかしい「銭

形平次」の曲も演奏しました

が、生徒は「銭形平次」の番

組そのものを知らないそうで

す。隔世の感あり・・・。 

 

<「かいこまつり」にて> 

１学期の終業式は、７／１９(金)です。 

※６月から校内で、かいこさんを飼育しています。 


